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NS はじめました！

インスタグラム

フェイスブック

ツイッター

ユーチューブ

兵
庫
ゆ
か
り
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
動
画
を
配
信
中
！

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
！

動画配信はこちらをチェック！

　

当
協
会
で
は
、
県
域
に
お
い

て
優
れ
た
音
楽
活
動
を
行
い
、

将
来
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
新

進
の
音
楽
家
を
奨
励
す
る
た
め

「
坂
井
時
忠
音
楽
賞
」
を
贈
呈

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
賞
は
、
故
・
坂
井
時
忠

知
事
（
当
協
会
元
会
長
）
の
音

楽
に
寄
せ
ら
れ
た
心
を
普
及
さ

せ
、
音
楽
活
動
の
推
進
と
芸
術

文
化
の
振
興
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
平
成
３
年
度

に
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
亀
高
文
子
記
念
︱
赤
艸
社

賞
」
は
故
亀
高
文
子
氏
（
兵
庫

県
文
化
賞
受
賞
者
）
の
ご
遺
族

　
【
受
賞
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

坂
本　

彩
さ
ん
�
ピ
ア
ノ
奏
者

（
明
石
市
）
＝
東
京
藝
術
大
学

卒
業
後
に
渡
独
し
、
ベ
ル
リ
ン

芸
術
大
学
及
び
同
大
学
院
の
ピ

ア
ノ
ソ
リ
ス
ト
科
室
内
楽
科
を

修
了
。
２
０
１
９
年
よ
り
東
京

藝
術
大
学
非
常
勤
講
師
。

桝　

貴
志
さ
ん
�
声
楽
家
・
バ

リ
ト
ン
（
西
宮
市
）
＝
大
阪
音

楽
大
学
を
卒
業
後
、
新
国
立
劇

場
オ
ペ
ラ
研
修
所
第
５
期
生
修

了
。
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
国
立
音
楽
院

に
短
期
留
学
。
二
期
会
会
員
。

　
【
選
考
委
員
講
評
】

　

坂
本
さ
ん
は
、
ド
イ
ツ
で
培

っ
た
楽
曲
の
持
つ
世
界
を
余
す

こ
と
な
く
表
現
し
聴
衆
を
魅
了

し
て
い
る
。
音
楽
に
対
す
る
真

摯
な
姿
か
ら
、
今
後
ま
す
ま
す

の
活
躍
を
期
待
し
て
い
る
。

　

桝
さ
ん
は
、
安
定
し
た
歌
唱

力
に
加
え
、
存
在
感
あ
る
心
地

よ
い
美
声
で
注
目
を
集
め
る
逸

　
【
受
賞
者
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

柴
田 

知
佳
子
さ
ん
�
無
所
属

（
宝
塚
市
）
＝
神
戸
大
学
大
学

院
美
術
教
育
研
究
科
修
了
。
抽

象
表
現
主
義
と
い
う
古
い
ジ
ャ

ン
ル
に
お
い
て
絵
画
を
制
作
し

て
お
り
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
筆

遣
い
と
白
を
巧
み
に
効
か
せ
た

色
遣
い
は
魅
力
的
で
、
置
か
れ

か
ら
の
寄
付
を

も
と
に
、
女
性

洋
画
家
を
対
象

に
平
成
４
年
度

に
創
設
さ
れ
ま

し
た
。
同
女
史

が
創
立
し
た

「
赤
艸
社
女
子

洋
画
研
究
所
」

に
ち
な
ん
で
名

づ
け
ら
れ
、
兵

庫
県
芸
術
文
化

協
会
が
表
彰
し

て
き
ま
し
た
。

た
空
間
に
圧
倒
的
な
実
在
感
を

放
つ
一
方
で
、
し
っ
と
り
と
し

た
余
韻
を
漂
わ
せ
る
こ
と
に
成

功
し
て
い
る
。

　
【
選
考
委
員
講
評
】

　

パ
リ
や
梅
田
の
オ
フ
ィ
ス
ビ

ル
の
ロ
ビ
ー
な
ど
異
質
の
空
間

に
お
け
る
展
示
を
機
に
、
作
品

と
空
間
と
の
関
係
に
つ
い
て
思

考
を
深
め
、
近
年
意
欲
的
に
活

動
し
て
い
る
。
ま
た
、
作
家
の

内
心
が
色
と
な
り
形
と
な
り
、

作
品
に
強
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感

じ
る
優
れ
た
美
術
家
で
あ
る
。

「
亀
高
文
子
記
念—
赤
艸

社
賞
歴
代
受
賞
者
作
品

展
」
が
３
月
５
日
㈮
〜
14

日
㈰
ま
で
兵
庫
県
民
ア
ー

ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
大
展
示
室

で
開
催
さ
れ
ま
す
。
柴
田

さ
ん
の
作
品
も
含
め
、
歴

代
受
賞
者
の
作
品
が
一
堂

に
会
す
る
作
品
展
を
ぜ

ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
鑑
賞
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

兵
庫
県
民
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

で
開
催
さ
れ
る
展
覧
会
が
対
象

で「
県
民
ア
ー
ト Gallery W

alk 

３
６
０
」（
仮
称
）を
利
用
す
れ

ば
、会
期
中
い
つ
で
も
作
品
を

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
兵
庫
県

民
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
、今

度
は
Ｖ
Ｒ
技
術
を
活
か
し
て
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
か

ご
観
覧
い
た

だ
け
る
場
と

な
る
Ｗ
ｅ
ｂ

上
の
ギ
ャ
ラ

リ
ー
。

　

ホ
ー
ム
画

面
か
ら
、
観
た
い
展
示
室
名
を

ク
リ
ッ
ク
す
る
と
、ま
る
で
展
示

室
内
を
歩
い
て
い
る
か
の
よ
う
に

作
品
を
観
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

現
在
は
デ
モ
版
で
す
が
、展

覧
会
へ
行
け
な
か
っ
た
方
な

ど
、時
間
を
気
に
せ
ず
観
覧
で

き
る
バ
ー
チ
ャ
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー

を
、ぜ
ひ
体
験
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。利
用
さ
れ
る
展
覧
会
主

催
の
方
は
兵
庫
県
民
会
館
ア
ー

と
が
で
き
た
寝
台
急
行
「
き

た
ぐ
に
」。
＂
青
春
18
き
っ

ぷ
〟を
最
大
限
活
用
す
べ
く
、

０
時
を
過
ぎ
て
か
ら
乗
車
し

た「
ム
ー
ン
ラ
イ
ト
松
山
」。新

潟
の
地
酒
を
美
味
し
く
い
た

だ
い
た
「
越
乃Shu

＊K
ura

」

な
ど
、
列
車
に
ま
つ
わ
る
旅

の
思
い
出
は
尽
き
ま
せ
ん
。

　

も
っ
と
も
、
最
近
は
新
型

コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
、
も

っ
ぱ
ら
「
ス
ジ
鉄
」
で
、
時

刻
表
を
眺
め
て
は
、
列
車
の

旅
を
あ
れ
こ
れ
と
想
像
し
て

楽
し
む
日
々
が
続
い
て
い
ま

す
。
西
村
京
太
郎
先
生
の
時

刻
表
ト
リ
ッ
ク
さ
な
が
ら

に
、
意
外
な
と
こ
ろ
で
乗
り

換
え
可
能
な
列
車
を
発
見

し
、
完
璧
な
（
？
）
旅
の
プ

ラ
ン
が
出
来
上
が
っ
た
と
き

の
達
成
感
に
は
格
別
の
も
の

が
あ
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
私
が
今
注
目
し
て

い
る
の
が
、
Ｊ
Ｒ
九
州
が
昨

年
十
月
か
ら
運
行
を
開
始
し

た
「
36
ぷ
ら
す
３
」
で
す
。

同
社
で
は
豪
華
列
車
の
「
な

な
つ
星
」
が
有
名
で
す
が
、

や
は
り
料
金
を
考
え
る
と
、

お
い
そ
れ
と
は
乗
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
点
、
こ

ち
ら
の
ほ
う
は
同
じ
九
州
を

巡
る
列
車
で
あ
っ
て
も
、
宮

崎
〜
別
府
間
と
い
っ
た
よ
う

な
区
間
乗
車
が
で
き
ま
す
。

お
目
当
て
の
列
車
に
勇
躍
乗

り
込
み
、
高
揚
感
に
浸
り
つ

つ
車
中
の
人
と
な
る
。
新
型

コ
ロ
ナ
禍
が
収
束
し
、
そ
の

よ
う
な
日
々
が
一
日
も
早
く

戻
っ
て
く
る
こ
と
を
願
っ
て

や
み
ま
せ
ん
。　
　
　
（
Ｔ
）

　
「
乗
り
鉄
」
で

こ
れ
ま
で
に
い
ろ

い
ろ
な
列
車
に
乗

車
し
ま
し
た
。
大

雪
等
に
よ
る
運
休

続
き
で
、
や
っ
と

の
思
い
で
乗
る
こ

大展示室　イメージ画面
（パソコン用の画面）＊デモ版

県民アート
Galler Walk 360ホーム画面

（スマートフォン画面）＊デモ版

柴田知佳子さんの作品「Embrasse」

「Curators in Panic」ポスター
2021　デザイン：横尾忠則

横尾忠則現代美術館

Curators in Panic
〜 横尾忠則展

学芸員危機一髪
3 月27日㈯〜 8 月22日㈰

ピ
ア
ノ
奏
者　
　
　
　
坂さ

か
も
と本　

彩あ
や

さ
ん

声
楽
家
・
バ
リ
ト
ン　

桝ま
す　

貴た
か
　
し志
さ
ん

美
術
作
家　

柴し
ば
た田 
知ち

か

こ

佳
子
さ
ん

亀
高
文
子
記
念
︱
赤せ

き

そ

う

し

ゃ

艸
社
賞

坂
井
時
忠
音
楽
賞　

受
賞
者
決
定

県民アートギャラリー
バーチャルギャラリー

県民アート Gallery Walk 360

今月から運用開始

桝　貴志さん 坂本　彩さん

柴田 知佳子さん

　

ひ
ょ
う
ご
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
サ

ロ
ン
事
業
に
積
極
的
に
参
加
し
、

将
来
一
層
の
活
躍
が
期
待
さ
れ

る
新
進
・
若
手
芸
術
家
と
、
サ

ロ
ン
の
企
画
・
運
営
に
協
力
の

あ
っ
た
指
導
者
を
表
彰
す
る

「
ひ
ょ
う
ご
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
サ

ロ
ン
賞
」
の
受
賞
者
が
決
定
し

ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

部
門
で
は
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
奏
者

の
蔭
山
晶
子
さ
ん
�
、
日
本
画

家
の
島
田
直
季
さ
ん
�
が
、
協

力
者
部
門
で
は
音
楽
家
の
小
川

哲
生
さ
ん
�
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

贈
呈
式
は
３
月
８
日
㈪
に
兵

庫
県
民
会
館
で
行
わ
れ
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、次
号（
４

月
号
）
の
「
す
ず
か
け
」
で
ご

紹
介
し
ま
す
。

ひ
ょ
う
ご
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
サ
ロ
ン
賞

受
賞
者
が
決
定
し
ま
し
た

　

２
０
２
１
年
か
ら
２
０
２
２

年
に
か
け
て
国
内
外
で
開
催
予

定
の
横
尾
忠
則
の
大
規
模
な
個

展
に
、
当
館
の
横
尾
作
品
も
引

っ
張
り
だ
こ
。喜
ば
し
い
反
面
、

約
１
４
０
点
も
の
作
品
が
収
蔵

庫
か
ら
消
え
て
も
果
た
し
て
企

画
展
は
開
催
で
き
る
の
か
？ 

学
芸
員
は
パ
ニ
ッ
ク
状
態
で
す
。

　

そ
こ
で
、
３
名
の
学
芸
員
が

過
去
に
企
画
し
た
展
覧
会
を
振

り
返
り
、
収
蔵
品
の
中
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
の
「
推
し
作
品
」
を
勝

手
に
お
す
す
め
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
日
ご
ろ
の
調
査
の
中

で
発
見
し
た
こ
と
、
展
覧
会
に

ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
た
だ

た
だ
好
き
な
作
品
…
。
選
抜
メ

ン
バ
ー
を
逃
し
た「
う
ち
の
子
」

た
ち
へ
の
愛
情
を
語
り
ま
す
。

　

ま
た
、
４
階
に
は
横
尾
忠
則

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が

新
設
さ
れ
ま
す
（
詳
細
は
４
月

号
に
掲
載
）。
企
画
展
と
共
に

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

【
会
期
】
３
月
27
日
㈯
〜
８
月

22
日
㈰

【
開
館
時
間
】10
時
〜
18
時
（
入

場
は
17
時
30
分
ま
で
）

【
休
館
日
】
月
曜
日
（
た
だ
し
、

祝
日
の
場
合
は
翌
平
日
休
館
）

【
観
覧
料
】一
般
７
０
０
円
（
当

協
会
友
の
会
会
員
は
５
５
０
円
）、

70
歳
以
上
３
５
０
円
、
大
学
生

５
５
０
円
、
高
校
生
以
下
無
料

【
場
所
】
横
尾
忠
則
現
代
美
術

館
☎️
０
７
８
・
８
５
５
・
５
６

０
７

【
プ
レ
ゼ
ン
ト
】
チ
ケ
ッ
ト
を

抽
選
で
５
組
10
人
に
。
応
募
方

法
は
本
紙
３
面
。
11
日
㈭
必
着

　

本
年
度
の
「
坂
井
時
忠
音
楽
賞
」
受
賞
者
に
ピ
ア
ノ
奏
者
の
坂
本
彩
さ
ん
と
声
楽
家
（
バ

リ
ト
ン
）
の
桝
貴
志
さ
ん
、「
亀
高
文
子
記
念
ー
赤
艸
社
賞
」
受
賞
者
に
柴
田
知
佳
子
さ
ん

が
選
ば
れ
ま
し
た
。
同
音
楽
賞
と
赤
艸
社
賞
の
合
同
贈
呈
式
は
３
月
11
日
㈭
、
兵
庫
県
民
会

館
２
階
兵
庫
県
民
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
大
展
示
室
で
行
わ
れ
ま
す
。材

で
、声
楽
家
と
し
て
今
後
ま
す

ま
す
の
活
躍
を
期
待
し
て
い
る
。

ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
担

当
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
（
☎️
０
７
８

・
３
２
１
・
２
１

３
１
）。
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参
加
し
や
す
い「
短
期
講
座
」を
開
講
し
ま
す
！

●「音楽鑑賞講座」は５月開講予定
で４月号に掲載します。

●「日本美術講座」「ふるさとの歴史
講座　姫路校」は９月開講予定で
す。

●�各講座とも事前にお問い合わせの
うえ、お申し込みください。

●�神戸校・明石校とも時間は14時～
15時30分です。

　�ただし、西洋美術講座は10時～11
時30分、ふるさとの歴史講座（神
戸校）は14時30分～16時です。

●�都合により、日時・会場・講師・
内容を変更する場合があります。

●�掲載している講座は、すべて途中
の回からでもお申込みいただけま
す。	

◆講　師　小
お ぐ り す

栗栖 健治
　　　　　（神戸女子大学古典芸能研究センター客員研究員）
◆受講料（年間）会員12,000円　一般16,000円

ふるさとの歴史講座
～現代生活の源流Ⅳ～
協力／明石市

実施日 講 座 内 容

① 4 /27㈫ 書写山円教寺と性空上人

② 5 /11㈫ 室津の小五月祭
〜荘園領主の祭り〜

③ 6 / 8 ㈫ 羽柴秀吉の播磨攻め・その後
〜荒廃から復興へ〜

④ 7 /13㈫ 源信と『往生要集』
〜死後世界のバイブル〜

⑤ 9 /14㈫ 祭りからひもとく中世の村

実施日 講 座 内 容

⑥ 10/26㈫ 加古の沙弥教信
〜念仏の聖〜

⑦ 11/ 9 ㈫ 僧が見た中世の播磨

⑧ 12/14㈫ 浄土双六
〜双六のはじまり〜

⑨ 1 /25㈫ 慈心坊尊恵の地獄巡り

⑩ 2 / 8 ㈫ 寺社参詣曼荼羅の世界

～神戸・阪神間の古代史Ⅱ～

実施日 講 座 内 容 講師

① 4 /12㈪ 神戸・阪神間の海辺の古墳
奈良文化財研究所客員研究員
（元神戸市埋蔵文化財センター所長）
　　　　　　渡辺　伸行

② 5 /10㈪ 凡
おうしこうちし
河内氏と大阪湾岸

ひょうご歴史研究室客員研究員
（神戸大学大学院教授）
　　　　　　古市　晃

③ 6 /14㈪ 阪神間の海人とミナト
ひょうご歴史研究室研究コーディネーター
　　　　　　　坂江　渉

④ 7 /19㈪ 敏
みぬめのさき
売崎の外交儀礼

～倭王権からみた西摂～

⑤ 9 /13㈪ 古代・中世の大
おおわだのとまり
輪田泊

ひょうご歴史研究室
歴史研究推進員
　　　　　　　大村　拓生

⑥ 10/ 4 ㈪ 猪名と尼崎の立花
～タジマモリ伝承との関連で～

ひょうご歴史研究室客員研究員
（神戸大学大学院教授）
　　　　　　　古市　晃

⑦ 11/ 8 ㈪ 兎
と が の
我野と夢

ゆめの
野

～シカのみた夢～

ひょうご歴史研究室客員研究員 
（立命館大学非常勤講師）
　　　　　　　髙橋　明裕

⑧ 12/ 6 ㈪ 信仰の山、六甲山 ひょうご歴史研究室研究コーディネーター
　　　　　　　坂江　渉

⑨ 1 /17㈪ 武
むこのくに
庫国と羽

はつかしのくに
束国

ひょうご歴史研究室客員研究員 
（立命館大学非常勤講師）
　　　　　　　髙橋　明裕

⑩ 2 / 7 ㈪ 近世名所図絵からみた「古代史」
神戸深江生活文化史料館長
（神戸新聞社取締役）
　　　　　　　大国　正美

ふるさとの歴史講座

共催／兵庫県立歴史博物館　ひょうご歴史研究室
◆受講料（年間）会員13,000円　一般17,000円

令和 3 年度　兵庫県生活文化大学
受講生を募集します！ ３ 月31日㈬締切

神 戸 校 兵庫県民会館（神戸市中央区下山手通 4 -16- 3 ）

▲

ＪＲ・阪神「元町駅」から北へ徒歩 ７分、地下鉄「県庁前駅」下車すぐ

◆ 申込み・問い合わせ ◆
兵庫県芸術文化協会「生活文化大学」係

TEL ０７８・３２１・２００２
FAX ０７８・３２１・２１３９
sinkoubu@hyogo-arts.or.jp

※�募集する講座は、学校教育法に基づ
く大学等ではありません。

西洋美術講座
西洋美術史Ⅶ

～自然描写でたどる西洋美術史～

　 実施日 講 座 内 容

① ４ /28㈬ プリマ・ポルタ、リウィアの別荘壁画
～楽園としての庭園～

② ５ /19㈬ ベアトゥス黙示禄写本群
～幻想的風景～

③ ６ /16㈬ 一角獣と貴婦人のタピスリ
～閉ざされた庭園～

④ ７ /21㈬ ヤン・ファン・エイクの自然
～大気と光～

⑤ 9 /22㈬ レオナルドの自然観察
～水と風～

⑥ 10/20㈬ プッサンの英雄的風景
～物語の舞台～

⑦ 11/17㈬ コンスタブルの跳ね馬
～日常の舞台～

⑧ 12/15㈬ モネの睡蓮
～連作と抽象～

⑨ 1 /19㈬ フリードリヒの氷塊
～自然の驚異と崇高～

⑩ 2 /16㈬ ゴッホの種
～命の連鎖～

共催／兵庫県立美術館「芸術の館 友の会」
◆講　師　蜷川 順子（関西大学名誉教授）
◆受講料（年間）会員13,000円 一般17,000円

※�兵庫県芸術文化協会友の会会員の方
には受講料の割引がございます。こ
の機会にぜひ友の会にご入会くださ
い。

　 実施日 講 座 内 容 講　　師

① 4 /16㈮ 弥生ムラの全容
～玉津田中遺跡(神戸市西区) ～

兵庫県まちづくり技術センター
埋蔵文化財調査部調査第２課長
　　　篠宮　正

② 5 /14㈮
弥生墳墓から古墳へ

～有
うねはら
年原・田

たなか
中遺跡と有

う ね む れ
年牟礼・山

やまだ
田遺跡（赤穂市）～

赤穂市教育委員会
文化財課文化財係長
　　　荒木　幸治

③ 6 /11㈮ 弥生時代と兵庫の遺跡 兵庫県立考古博物館館長
　　　和田　晴吾

④ 7 / 9 ㈮
西播磨の弥生大集落―弥生人の防災と祈り

～新
しんぐうみやうち
宮宮内遺跡（たつの市）～

たつの市教育委員会
歴史文化財課専門員
　　　岸本　道昭

⑤ 9 /10㈮
朱と神仙の世界

～二
ふたついしえびすのまえ
ツ石戎ノ前遺跡（洲本市）～

兵庫県立考古博物館
学芸員
　　　上田　健太郎

⑥ 10/ 8 ㈮ 銅鐸研究最前線
～松帆銅鐸のすべて（南あわじ市）～

関西大学大学院
非常勤講師
　　　森岡　秀人

⑦ 11/12㈮
兵庫県立考古博物館　特別展鑑賞講座
「（仮）屋根を飾る鴟

し び
尾・ 鯱

しゃちほこ
」

兵庫県立考古博物館
学芸員
　　　池田　征弘

⑧ 12/ 3 ㈮ 邪馬台国時代の集落
～大中遺跡（播磨町）～

兵庫県立考古博物館
館長補佐兼企画広報課長
　　　多賀　茂治

⑨ 1 /14㈮
西摂の王墓

～市民が守った田
た の
能遺跡（尼崎市）～

尼崎市立歴史博物館田能資料館
学芸員
　　　竹原　千恵

⑩ 2 / 4 ㈮
日本海に響く琴板の音
～袴
はかざ
狭遺跡（豊岡市）～

兵庫陶芸美術館
所長補佐兼学芸課長
　　　藤田　淳

　 実施日 講 座 内 容 講　　師

① 4 /28㈬ 魂を鼓舞する美術
白鶴美術館　評議員
　　山中　理

② 5 /19㈬ 優雅な美術
～うたものがたりの漆芸品～

関西学院大学　非常勤講師
　　近藤　利江子

③ 6 /16㈬ 心安らぐ美術
白鶴美術館　評議員
　　山中　理

④ 7 /21㈬ 多様な美術
～江戸時代の絵画の様相～

大阪芸術大学　名誉教授
　　田中　敏雄

⑤ 9 /22㈬ 喫茶のたのしみ 兵庫県立美術館　学芸員
　　柏木　知子

⑥ 10/20㈬ 侘び
～武骨な恰好が良いのです～

公益財団法人阪急文化財団　理事
　　仙海　義之

⑦ 11/17㈬ 近代、コレクターたちの東洋古美術
～美術の力を信じて～

白鶴美術館　主任学芸員
　　海原　靖子

⑧ 12/22㈬ 身を飾る大胆な意匠
～陣羽織、狂言装束～

大阪芸術大学　非常勤講師
　　齋藤　朋子

⑨ 1 /19㈬ 人を導く美術 白鶴美術館　学芸員　
　　田林　啓

⑩ 2 /16㈬ 寂び
～古美た風情が良いのです～

公益財団法人阪急文化財団　理事
　　仙海　義之

考古学講座
～兵庫の重要遺跡【弥生時代編 ２ 】～
共催及び監修／兵庫県立考古博物館
◆受講料（年間）会員13,000円　一般17,000円

明 石 校 ウィズあかし（明石市生涯学習センター）
（明石市東仲ノ町6-1）

▲ �

ＪＲ・山陽電車「明石駅」下車、南口を出て東へ 3分、　アスピア明石北館

考古学講座

文化財講座

◆監　修　山中 理
おさむ

（白鶴美術館評議員）
◆受講料（年間）会員13,000円　一般17,000円

美術は音楽のようにエールを送れるか？
～人生の応援美術を探し求めて～

　

来
年
度
は
新
企
画
と
し
て

短
期
で
受
講
で
き
る
「
短
期

講
座
」
を
開
講
し
ま
す
。

【
美
術
品
輸
送
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座
】
門
外

不
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の
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界
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文
楽
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立
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セ
ン
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で

開
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れ
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臣
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外
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「
弥や

作さ
く
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鎌か
ま
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。
６
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事
前
講

座
と
し
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典
芸
能
案
内
人

の
天
野
光
さ
ん
を
講
師
に
迎

え
、見
ど
こ
ろ
を
伺
い
ま
す
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こ
の
ほ
か
、
４
月
か
ら
新

た
に
国
立
文
楽
劇
場
等
と
提

携
し
、
友
の
会
会
員
の
皆
様

に
鑑
賞
チ
ケ
ッ
ト
を
お
手
頃

な
価
格
で
斡
旋
可
能
と
な
り

ま
し
た
。（
６
面
参
照
）

　

各
講
座
、
詳
細
が
決
ま
り

次
第
、
本
紙
で
ご
案
内
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
期
待

く
だ
さ
い
。

展覧会の舞台裏に迫る
「美術品輸送講座」



全席自由＊3歳以上有料(3歳未満でも
座席が必要な場合は有料)出指揮／青
木耕平、ピアノ／河内仁志、中村圭介、
合唱／神戸市混声合唱団◯場 丹波市立
ライフピアいちじま大ホール問丹波市
まちづくり部文化・スポーツ課芸術文
化係☎0795・74・1050

淡　　　　　路
■花みどりフェア　ダンボールアート
展 produced by Taki Tamada
㊐3月20日(土・祝)〜5月30日㈰○時9時30
分〜㊡会期中無休◯料 公園入園料（大
人450円、65歳以上210円、中学生以下
無料）◯内 ダンボールに、新しい命を
吹き込むように生き物を制作する兵庫
県出身の造形作家・玉田多紀氏プロデ
ュース作品展とファミリー層向けワー
クショップを開催します。◯場 淡路島
国営明石海峡公園ビジター棟2階問淡
路花博20周年記念事業実行委員会事務
局☎0799・73 ・ 6061

県　　　外（京都）
凝然国師没後700年 特別展「鑑真
和上と戒律のあゆみ」

㊐3月27日㈯〜5月16日㈰○時9時〜17時
30分、入館は17時まで㊡月曜日(ただ
し祝日の場合は翌平日)◯料 一般1800
円、大学生1200円、高校生700円、中
学生以下無料◯内 日本仏教の恩人と言
うべき鑑真の遺徳を唐招提寺に伝えら
れた寺宝によって偲ぶとともに、仏教
徒が守るべき倫理規範である「戒律」
のおしえが日本でたどった歩みを、綺
羅星のような名僧の活躍と関係諸寺院
の名宝によって紹介します。◯場 問京
都国立博物館☎️075・525・2473★5組
10人に。11日㈭必着

歳以上入場可◯内 「Falling Angels（再
演）」振付／イリ・キリアン、「新作（世
界初演）」振付／森優貴、「新作（世界
初演）」振付／コーラ・ボス・クルー
セ＆ケン・オソラ◯場 神戸文化ホール
中ホール問貞松・浜田バレエ団☎078
・861・2609★1組2人に。11日㈭必着

阪 神 南・北
■県民芸術劇場 スプリング・モーツ
ァルト〜関西フィルハーモニー管弦楽
団特別演奏会
㊐3月14日㈰○時15時◯料 一般3500円、高
校生以下2300円(全席指定)出指揮／山
下一史、管弦楽／関西フィルハーモニ
ー管弦楽団、ソプラノ／尾崎比佐子、
メゾソプラノ／岸畑真由子、テノール
／小餅谷哲男、バス／松森治◯場 川西
市キセラホール問(公財)川西市文化・
スポーツ振興財団☎️072・740・1117

東・北 播 磨
■フジコ・ヘミング＆古澤巖〜奇跡と
魂のコンサート〜
㊐3月14日 ㈰ ○時 15時 ◯料 GS席12000円、
S席10000円、A席8000円、B席6000円
出ピアノ／フジコ・ヘミング、ヴァイ
オリン／古澤巖、指揮／マリオ・コシ
ック、管弦楽／北九州グランフィルハ
ーモニー管弦楽団◯場 問加古川市民会
館大ホール☎079・424・5381

中・西 播 磨
■県民芸術劇場 淡路人形浄瑠璃 佐用
公演
㊐3月13日㈯ ○時13時30分 ◯料 前 売：一 般
1500円、高校生以下500円、当日：一般2000
円、高校生以下800円(全席自由)◯内 「戎
舞」「奥州秀衡有鬠婿 鞍馬山の段」「鬼
一法眼三略の巻 五条橋の段」◯場 問さよ
う文化情報センター☎0790・82・3336

但　　　　　馬
■第51回企画展「豊岡と戦国大名」
㊐3月13日㈯〜7月20日㈫○時9時〜17時、
入館は16時30分まで㊡水曜日（祝日の
場合は翌平日）◯料 一般500円、大高生
300円、中小生250円◯内 戦国時代、日
本各地で台頭した個性際立つ戦国大名
たち。本展ではさまざまな大名と豊岡
の地とのかかわりを、考古資料・古文
書などから紹介します。◯場 問豊岡市
立歴史博物館—但馬国府・国分寺館—
☎0796・42・6111

丹　　　　　波
■県民芸術劇場 春の合唱祭〜みんな
で楽しむあの歌この歌〜
㊐3月28日㈰○時14時◯料 500円(当日600円）、

10時〜17時、3月2日㈫、5日㈮は13時〜、
最終日は〜16時◯料 無料◯内 書約1800点
■第2回一陽会関西支部彫刻展〈東館1
階〉㊐3月2日㈫〜7日㈰○時10時〜17時、
初日は13時〜、最終日は〜16時◯料 無
料◯内 彫塑約30点
■芦屋写真協会会員展2021〈東館2階〉
㊐3月3日㈬〜7日㈰○時10時〜18時、最
終日は〜15時◯料 無料◯内 写真約100点
■兵庫県美術家同盟会員小品展〈本館
1階〉㊐3月10日㈬〜14日㈰○時10時〜18
時、最終日は〜16時◯料 無料◯内 洋画、
彫塑約150点
■第46回こうべ市民美術展〈本館2階〉
㊐3月16日㈫〜20日(土・祝)○時10時〜17
時45分(入場は17時30分まで)、最終日
は〜15時(入場は14時45分まで)◯料 無料
◯内 日本画、洋画、彫刻、工芸、書、
写真、デザイン約250点
■第9回美術の祭典 関西展〈本館1階〉
㊐3月16日 ㈫ 〜21日 ㈰ ○時10時 〜18時、
初日は13時〜、最終日は〜16時◯料 無
料◯内 絵画、写真、その他約80点
■遊美塾大阪写真展〈東館1階〉㊐3月
16日㈫〜21日㈰○時10時〜18時、初日は
13時〜、最終日は〜15時◯料 無料◯内 写
真約150点
■山本幸雄教室展2021〈東館1・2階〉㊐
3月24日㈬〜28日㈰○時10時〜17時、最
終日は〜16時◯料 無料◯内 洋画約100点
■第64回兵庫二紀展〈本館1・2階〉㊐3月
28日㈰〜4月4日㈰○時10時〜18時、最終
日は〜16時◯料 無料◯内 洋画、彫塑約150点
■辻恵子個展 《インドの風plus53年の
歩み》〈東館1・2階〉㊐3月31日㈬〜4
月4日㈰○時11時〜18時、最終日は〜15
時◯料 無料◯内 洋画、その他約80点

※4階改修工事等のため臨時休館／3月
25日㈭まで1階ミュージアムショップ
のみ営業(月曜日を除く)
■Curators in Panic 〜 横尾忠則展
　学芸員危機一髪
㊐3月27日 ㈯ 〜8月22日 ㈰ ○時10時 〜18
時、入場は17時30分まで㊡月曜日(た
だし祝日の場合は翌平日)◯料 一般700
円(友の会会員は550円)、大学生550円、
70歳以上350円、高校生以下無料◯内 今
年から来年にかけて国内外で横尾忠則
の大規模な個展が開催予定。横尾作品
が収蔵庫から消えても企画展は開催で
きるのか？ 3名の学芸員が収蔵品の中
からそれぞれの「推し作品」への愛情
を語ります。

神　　　　　戸
貞松・浜田バレエ団 55周年記念

「創作リサイタル32」
㊐3月20日(土・祝)○時15時◯料S席5000円、
A席4000円、B席2000円(全席指定)＊5

横尾忠則現代美術館
☎０７８・８55・5607

■兵庫県洋画団体協議会 選抜作家展
〈1階〉㊐3月3日㈬〜7日㈰○時10時〜17
時、最終日は〜16時◯料 無料◯内 洋画32点
■—亀高文子記念—赤艸社賞歴代受賞
者作品展〈2階〉㊐3月5日㈮〜14日㈰
○時10時〜17時◯料 無料◯内 洋画30点
■神戸大学写真部第49回部展　85周年
記念展〈2階〉㊐3月9日㈫〜14日㈰○時
10時〜17時、初日は14時〜、最終日は
〜15時◯料 無料◯内 写真約30点
■2021兵庫県民会館 文化教室総合展

〈2階〉㊐3月19日㈮〜21日㈰○時10時〜
17時、最終日は〜16時◯料 無料◯内 洋画、
日本画、水墨画、書等約130点
■元気がでる いけばな展 in兵庫Ⅱ〈1
階〉㊐3月20日(土・祝)〜21日㈰○時10時
〜17時◯料 無料◯内 いけばな約13瓶
■芳風会 書道作品展〈1階〉㊐3月26
日㈮〜28日㈰○時10時〜17時、初日は13
時〜、最終日は〜16時◯料 無料◯内 書約
40点
■第45回 全日本こども美術大賞展〈2
階〉㊐3月27日㈯〜28日㈰○時10時〜17
時◯料 無料◯内 児童画約1000点

■兵庫県民会館ロビーコンサート
〈1階ロビー〉
①神戸山手女子高等学校音楽科 セン
プリーチェ・コンサート㊐3月13日㈯
14時◯料 無料＊いけばな／山根裕子（兵
庫県いけばな協会／真生流）※中止に
なる場合があります。最新の情報はＨ
Ｐでご確認ください。
②藤山愛子ピアノコンサート㊐3月27
日㈯14時◯料 無料出ピアノ／藤山愛子
＊いけばな／伊藤洸明（兵庫県いけば
な協会／御室流）
■兵庫県日本画家連盟選抜展〈1階サ
ロン内〉㊐3月30日㈫まで○時10時〜17
時、最終日は〜16時㊡水・日曜日◯料
無料◯内 日本画家7人の作品展

原田の森ギャラリー
☎０７８・８01・1591

■片山工房の「小さな」作品展 in 原
田の森ギャラリー〈本館障がい者アー
トギャラリー〉㊐3月31日㈬まで○時10
時〜18時、最終日は〜15時◯料 無料◯内
書、洋画約10点
■第56回兵庫県書道展（評議員・委員
の部、準会員・公募の部、無鑑査会員・会
員の部）〈本館1・2階〉㊐3月7日㈰まで○時

ひょうごアーティストサロン
☎０７８・３２１・２005

毎月 1回 1日発行すずかけ・ ３ 月号⑶　令和３年３月１日

兵庫県民アートギャラリー
☎０７８・３２１・２１３１

物 情 報
イベントガイド催

☆�記事中の「友の会会員」は兵庫県芸術文化協会友の会会員。
割引は原則として本人のみ適用。

但馬

丹波
阪神北

阪神南

中播磨

淡路

西播磨

東播磨
北播磨
神戸

①希望プレゼント名②希望枚数（２枚まで）
③〒住所④氏名⑤電話番号⑥友の会会員
の方は会員番号⑦メッセージを明記し、ハ
ガキかFAXで送付。
＊応募締切後に抽選。当選者の発表は、発送
をもってかえさせていただきます。

＊応募者の個人情報の取り扱いについては（公財）兵
庫県芸術文化協会で厳重に管理し、プレゼントの発
送・関連するお問い合わせのみに利用いたします。

プレゼントのご応募について 〒６５０－００１１ 神戸市中央区下山手通４－１６－３
（公財）兵庫県芸術文化協会「すずかけ」係

FAX 078-321-2139

国宝　鑑真和上坐像　奈良時代(8世紀)　
奈良・唐招提寺　通期展示　撮影：金
井杜道

　チューリップまつり2021　3／20 ～ 4／30
 350品種16万本の色とりどりのチューリップが咲き誇ります
　 (チューリップまつり期間中は無休で開園します)

　鯉鯉（こいこい）まつり　4／24 ～ 5／31
　約200匹の「鯉のぼり」が春の大空を泳ぎます

　子どもまつり　5／1 ～ 5／5
　コンサートや大道芸など子供が楽しめる催しを開催！ 〒679-0187　兵庫県加西市豊倉町飯森1282-1

TEL（0790）47-1182  FAX（0790）47-1561
兵庫 フラワーセンター 検索

春のうきうきフェア
～花満開!! 心もうきうき フラワーセンターの春～

TEL 0790-47-2212　FAX 0790-47-2213
（兵庫県立フラワーセンター内）

3/20（土・祝）～5/31（月）

㊐＝開催日、㊡＝休館日
◯時 ＝開館時間、◯料 ＝入場（館）料金
◯内 ＝内容、出＝出演者・団体
◯場 ＝会場、問＝問い合わせ先



毎月 1回 1日発行 すずかけ・ 3 月号 令和３年３月１日　⑷

　

日
本
を
代
表
す
る
劇
作
家
・

演
出
家
・
俳
優
、
現
役
で
活

躍
す
る
舞
台
技
術
者
を
講
師

に
む
か
え
、
演
劇
や
舞
台
づ

く
り
の
基
礎
か
ら
実
践
ま

で
、
一
年
間
か
け
て
学
べ
る

学
校
で
す
。
夜
間
開
講
で
社

会
人
で
も
通
え
ま
す
。

ピ
ッ
コ
ロ
演
劇
学
校

■
初
心
者
で
も
よ
く
わ
か

る
、
座
学
＆
実
践
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム

■
半
期
ご
と
に
発
表
会
を
実

施■「
劇
場
が
教
室
」
と
い
う

最
高
の
メ
リ
ッ
ト

■
舞
台
技
術
学
校
の
授
業
も

聴
講
可

【
応
募
資
格
】
18
～
35
歳
ま

で
の
健
康
な
人

【
募
集
人
数
】
本
科
40
名
、

研
究
科
20
名
※
経
験
者
対
象

【
年
間
授
業
料
】
本
科
１
２

０
０
０
０
円
、
研
究
科
１
３

２
０
０
０
円
※
３
期
分
納

【
授
業
】
原
則
火
・
木
曜
、

　

近
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
父
、

ク
ー
ベ
ル
タ
ン
が
見
た
夢
か

幻
か
…
。
マ
イ
ム
で
描
く
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
ち
ょ
っ
と
し

18
時
40
分
～
20
時
40
分

【
応
募
締
切
】
前
期
／
本
科

・
研
究
科
3
月
16
日
㈫
、
後

期
／
本
科
・
研
究
科
４
月
７

日
㈬

ピ
ッ
コ
ロ
舞
台
技
術
学
校

■
基
礎
か
ら
本
番
ま
で
、
イ

チ
か
ら
学
べ
る
丁
寧
な
講
義

■
実
践
重
視
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム■
プ
ロ
と
し
て
活
躍
す
る
卒

業
生
も
多
数

■
演
劇
学
校
の
授
業
も
聴
講

可た
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
。
待
望
の

再
演
決
定
！

【
作
・
演
出
】
い
い
む
ろ
な

お
き

【
出
演
】
い
い
む
ろ
な
お
き
、

田
中
啓
介
、
三
浦 

求
、
谷 

啓
吾
、
羽
田
兎
桃
、
茂
木
健

　

３
歳
か
ら
大
人
ま
で
楽
し

め
る
ク
ラ
シ
ッ
ク
・
コ
ン
サ

ー
ト
！　

お
馴
染
み
の
曲
を

ア
キ
ラ
さ
ん
の
楽
し
い
解
説

つ
き
で
お
贈
り
し
ま
す
。

【
曲
目
】
す
み
れ
の
花
咲
く

　

５
月
は
、『
メ
リ
ー
・
ウ

ィ
ド
ウ
』
に
ひ
そ
む
秘
密
や

仕
掛
け
を
、
舞
台
の
裏
側
を

知
る
演
出
家
な
ら
で
は
の
視

点
で
中
村
敬
一
氏
が
解
説
。

さ
ら
に
公
演
で
ハ
ン
ナ
役
を

務
め
る
高
野
百
合
絵
が
一
足

早
く
名
曲
を
披
露
。

　

６
月
は
、作
品
が
初
演
さ

れ
た
時
代
の
ウ
ィ
ー
ン
に
焦

０
８
年
に
ダ
ニ
ロ
役
を
好
演

し
た
大
山
大
輔
と
い
う
充
実

の
配
役
。
さ
ら
に
元
宝
塚
歌

劇
団
ト
ッ
プ
ス
タ
ー
の
香
寿

た
つ
き
、
上
方
落
語
の
重
鎮

・
桂
文
枝
も
登
場
し
、
夢
の

オ
ペ
レ
ッ
タ
が
実
現
！

【
音
楽
】
フ
ラ
ン
ツ
・
レ
ハ

ー
ル

【
台
本
】
ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
レ

オ
ン
、
レ
オ
・
シ
ュ
タ
イ
ン

【
指
揮
】
佐
渡 

裕

【
演
出
】
広
渡 

勲

【
出
演
】
ハ
ン
ナ
・
グ
ラ
ヴ
ァ

リ
／
高
野
百
合
絵
、
並
河
寿

美
、
ダ
ニ
ロ
・
ダ
ニ
ロ
ヴ
ィ

ッ
チ
伯
爵
／
黒
田
祐
貴
、
大

山
大
輔
、
シ
ル
ヴ
ィ
ア
ー
ヌ

／
香
寿
た
つ
き
、
ニ
エ
グ
シ

ュ
／
桂 

文
枝 

ほ
か

　

当
代
随
一
の
噺
家
、
人
間

国
宝
・
柳
家
小
三
治
が
２
０

１
５
年
・
２
０
１
７
年
に
続

き
芸
文
セ
ン
タ
ー
に
登
場
！

柳
家
一
門
の
真
骨
頂
で
あ
る

滑
稽
話
を
得
意
と
し
、
マ
ク

ラ
（
噺
の
導
入
部
）
が
長
い

こ
と
で
も
有
名
で
す
。

　

そ
し
て
、
今
回
も
小
三
治

の
愛
弟
子
で
あ
り
若
手
真
打

の
筆
頭
株
・
柳
家
三
三
と
の

親
子
会
が
実
現
！

　

江
戸
落
語
の
粋
を
心
ゆ
く

ま
で
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

【
出
演
】
柳
家
小
三
治
、
柳

家
三
三
（
演
目
は
当
日
の
お

楽
し
み
）

【
日
時
】
５
月
21
日
㈮
14
時

【
場
所
】阪
急
中
ホ
ー
ル
（
芸

術
文
化
セ
ン
タ
ー
）

【
入
場
料
】Ａ
席
５
５
０
０
円
、

Ｂ
席
４
０
０
０
円（
全
席
指
定
）

部
屋
、
赤
と
ん
ぼ 

ほ
か

【
出
演
】
宮
川
彬
良
（
ピ
ア

ノ
と
お
話
）
＆
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
・
べ
ガ

【
日
時
】５
月
５
日（
水
・
祝
）

14
時
30
分

【
場
所
】
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
Ｌ
Ｃ
Ｏ
大

ホ
ー
ル（
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
）

【
入
場
料
】
お
と
な
（
中
学

生
以
上
）
２
５
０
０
円
、
こ

ど
も
（
３
歳
〜
小
学
生
）
１

０
０
０
円
（
全
席
指
定
）

点
を
当
て
た
レ
ク
チ
ャ
ー
。ヨ

ー
ロ
ッ
パ
文
化
史
の
専
門
家

・
小
宮
正
安
氏
が
、＂
世
紀
末

ウ
ィ
ー
ン
〟文
化
に
迫
り
ま
す
。

　

と
も
に
お
得
な
90
分
で
、

夏
の『
メ
リ
ー
・
ウ
ィ
ド
ウ
』上

演
が
一
層
楽
し
く
な
り
ま
す
。

■
舞
台
の
裏
を
知
る
演
出
家

が
教
え
る
「
オ
ペ
レ
ッ
タ
の

愉
し
み
方
！
」

【
講
師
】中
村
敬
一（
演
出
家
）

【
演
奏
】
メ
ゾ
・
ソ
プ
ラ
ノ

／
高
野
百
合
絵
、
ピ
ア
ノ
／

掛
川
歩
美

【
日
時
】
５
月
26
日
㈬
11
時

30
分
・
14
時
30
分

■「
メ
リ
ー
・
ウ
ィ
ド
ウ
」

と
ウ
ィ
ー
ン
の
世
紀
末

【
講
師
】
小
宮
正
安
（
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
文
化
史
・
ド
イ
ツ
文

学
研
究
家
）

【
日
時
】
６
月
24
日
㈭
11
時

　

２
０
２
１
年
の
プ
ロ
デ
ュ

ー
ス
オ
ペ
ラ
は
喜
歌
劇
「
メ

リ
ー
・
ウ
ィ
ド
ウ
」。
２
０

０
８
年
に
大
き
な
反
響
を
呼

ん
だ
作
品
が
時
を
経
て
、
新

た
な
キ
ャ
ス
ト
で
改
訂
新
制

作
を
果
た
し
ま
す
！

　

パ
リ
を
舞
台
に
、
美
し
い

メ
ロ
デ
ィ
が
散
り
ば
め
ら
れ

た
煌
び
や
か
な
コ
メ
デ
ィ
。

ワ
ル
ツ
や
フ
レ
ン
チ
・
カ
ン

カ
ン
な
ど
が
舞
台
を
賑
わ

し
、
笑
い
も
た
っ
ぷ
り
お
届

け
し
ま
す
！

　

今
回
の
上
演
で
は
、
期
待

の
新
星
・
高
野
百
合
絵
、
黒

田
祐
貴
と
い
う
若
き
ハ
ン
ナ

＆
ダ
ニ
ロ
が
大
抜
擢
！ 

一

方
の
組
は
兵
庫
が
誇
る
プ
リ

マ
ド
ン
ナ
並
河
寿
美
、
２
０

30
分
・
14
時
30
分

【
場
所
】阪
急
中
ホ
ー
ル
（
芸

術
文
化
セ
ン
タ
ー
）

【
入
場
料
】
５
０
０
円
（
全

席
指
定
）

【
合
唱
】
ひ
ょ
う
ご
プ
ロ
デ

ュ
ー
ス
オ
ペ
ラ
合
唱
団

【
管
弦
楽
】
兵
庫
芸
術
文
化

セ
ン
タ
ー
管
弦
楽
団

【
日
時
】
７
月
16
日
㈮
、
17

日
㈯
、
18
日
㈰
、
20
日
㈫
、

21
日
㈬
、
22
日（
木
・
祝
）、24

日
㈯
、
25
日
㈰ 

各
日
14
時

【
場
所
】
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
Ｌ
Ｃ
Ｏ
大

ホ
ー
ル（
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
）

【
入
場
料
】
Ａ
席
１
２
０
０

０
円
、
Ｂ
席
９
０
０
０
円
、

Ｃ
席
７
０
０
０
円
、
Ｄ
席
５

０
０
０
円
、
Ｅ
席
３
０
０
０

円
（
全
席
指
定
）

※
Ａ
席
の
み
13
日
㈯
発
売

【
応
募
資
格
】
18
～
40
歳
ま

で
の
健
康
な
人

【
募
集
人
数
】
30
名

【
年
間
授
業
料
】
１
０
０
０

０
０
円
※
３
期
分
納

【
授
業
】
原
則
水
・
金
曜
、

18
時
40
分
～
20
時
40
分

【
応
募
締
切
】
前
期
／
３
月

16
日
㈫
、
後
期
／
４
月
７
日

㈬【出
願
方
法
】
詳
細
は
ピ
ッ

コ
ロ
シ
ア
タ
ー
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
※
定
員
・

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
等
に
つ
い

て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
状
況
に
よ
っ
て
変
更

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。舞台技術学校

演術学校

   

佐
渡
裕
芸
術
監
督
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
オ
ペ
ラ
２
０
２
１

　

喜
歌
劇
「
メ
リ
ー
・
ウ
ィ
ド
ウ
」

全
３
幕
／
日
本
語
上
演
・
日
本
語
字
幕
つ
き
／
改
訂
新
制
作

小宮　正安

佐渡　裕高野百合絵並河　寿美

黒田　祐貴桂　文枝 香寿たつき

柳家三三 柳家小三治

　

ピ
ッ
コ
ロ
演
劇
学
校
・
舞
台
技
術
学
校

　
  

令
和
３
年
度
生
募
集

４
月
開
講
（
１
年
間
・
夜
間
開
講
）

　

ピ
ッ
コ
ロ
シ
ア
タ
ー
鑑
賞
劇
場

い
い
む
ろ
な
お
き
マ
イ
ム
カ
ン
パ
ニ
ー

「
オ
リ
ン
ピ
ア
の
夢
」

兵
庫
県
立
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー

3
月
発
売
予
定
公
演

6
日
㈯
発
売

　

宮
川
彬
良
＆
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
ベ
ガ

　
　
　

こ
ど
も
の
日
ス
ペ
シ
ャ
ル
♪

   

佐
渡
裕
芸
術
監
督
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
オ
ペ
ラ
２
０
２
１
関
連
企
画

　
　

喜
歌
劇「
メ
リ
ー
・
ウ
ィ
ド
ウ
」

　
　

ワ
ン
コ
イ
ン
・
プ
レ
・
レ
ク
チ
ャ
ー

チケットを購入されるお客様へ

新型コロナウイルス感染防止対策に
ご理解とご協力をお願いいたします。
※��マスクを着用されない方はご入場で
きません（マウスシールド不可）。
※�37.5℃以上の発熱がある方は入場を
お断りさせていただきます。
※�来場者情報を把握するため、芸術文
化センターでのチケットのご購入は
芸術文化センター先行予約会員の登
録（無料）が必要です。お一人様2
枚（「宮川彬良＆アンサンブル・ベ
ガ」は4枚）までとさせていただきます。
※�掲載の情報は、都合により変更にな
る可能性がございます。最新の情報
につきましては、当センターウェブ
サイト等をご確認ください。

一
、
橋
本
昌
也
、
小
山
ゆ
う

ま
、
藤
井
昇
太
郎
、
川
島
由

衣【日
時
】
４
月
16
日
㈮
19
時
、

17
日
㈯
14
時

【
場
所
】
ピ
ッ
コ
ロ
シ
ア
タ

ー
ホ
ー
ル 

大
ホ
ー
ル

【
入
場
料
】
一
般
３
０
０
０

円
、
高
校
生
以
下
１
５
０
０

円
（
全
席
指
定
）
＊
電
話
予

約
受
付
中

宮川　彬良

大山　大輔

中村　敬一
12
日
㈮
発
売

柳
家
小
三
治
・
柳
家
三
三　

親
子
会

21
日
㈰
発
売

ⓒ Yoshinobu Fukaya

ⓒ PACO



新進芸術家育成プロジェクト
リサイタルシリーズ

【
内
容
】
受
賞
者
の
表
彰
と
電
気

通
信
大
学
名
誉
教
授
・
島
内
景

二
氏
に
よ
る
講
演
「
和
歌
と
異

文
化
統
合
︱『
五
七
五
七
七
』
は

和
の
韻
律
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

◆
兵
庫
県
い
け
ば
な
展
（
芦
屋

市
会
場
）

【
開
催
日
】
11
月
28
日
㈯
〜
29

日
㈰

【
会
場
】
芦
屋
市
民
セ
ン
タ
ー

【
内
容
】
西
宮
い
け
ば
な
協
会

会
員
と
兵
庫
県
い
け
ば
な
協
会

役
員
の
作
品
展
示
、
芦
屋
市
茶

華
道
協
会
に
よ
る
煎
茶
席
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

12
月
開
催
イ
ベ
ン
ト

◆
ひ
ょ
う
ご
演
劇
祭

【
開
催
日
】
12
月
20
日
㈰

【
会
場
】
丹
波
篠
山
市
立
四
季

の
森
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

【
内
容
】
演
劇
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
受
け
た
地
元
の
子
ど
も
た

ち
も
参
加
し
た
〈
劇
団
道
化
座

子
ど
も
と
親
の
劇
場
）｢

う
ん

と
こ
ど
っ
こ
い
ネ
ズ
ミ｣

が
上

演
さ
れ
ま
し
た
。

◆
兵
庫
ふ
れ
あ
い
美
術
展

【
開
催
日
】
12
月
25
日
㈮
〜
27

日
㈰

【
会
場
】
原
田
の
森
ギ
ャ
ラ
リ
ー

【
内
容
】
応
募
作
品
全
て
を
展

示
。
出
展
数
５
５
３
点
（
日
本

画
60
点
、
洋
画
２
８
３
点
、
彫

刻
９
点
、
工
芸
48
点
、
書
56
点
、

写
真
97
点
）入
賞
者
数
69
名（
特

別
賞
35
点
、
佳
作
34
点
）。

ひ
ょ
う
ご

【
開
催
日
】
11
月
13
日
㈮
〜
15

日
㈰

【
会
場
】
原
田
の
森
ギ
ャ
ラ
リ
ー

【
内
容
】
全
国
か
ら
応
募
が
あ

っ
た
多
彩
な
作
品
全
て
を
展

示
。
出
品
数
１
５
９
点
（
紙
工

芸
27
点
、
布
工
芸
44
点
、
糸
工

芸
35
点
、
工
芸
Ⅰ
14
点
、
工
芸

Ⅱ
32
点
、
招
待
7
点
）。

◆
兵
庫
短
歌
祭

【
開
催
日
】
11
月
21
日
㈯

【
会
場
】
兵
庫
県
民
会
館
け
ん

み
ん
ホ
ー
ル

毎月1回 1日発行すずかけ・ ３ 月号⑸　令和３年３月1日

約
１
８
０
０
年
前
に
始
ま
っ
た　
　

　

但
馬
路
に
春
を
告
げ
る
奇
祭

第279回

令
和
２
年
度
ふ
る
さ
と
文
化
賞
受
賞
者

奇
祭
の
継
承 

養や

ぶ父
神じ

ん
じ
ゃ社

お
走は

し

り
ま
つ
り
保ほ

存ぞ
ん
か
い会

素
顔
拝
見

　

但
馬
路
に
春
を
告
げ
る
奇

祭
、
養
父
神
社
（
養
父
市
）
お

走
り
ま
つ
り
の
実
施
、
伝
承

活
動
に
努
め
て
い
る
保
存
会

は
、
今
年
４
月
17
日
㈯
、
18

日
㈰
に
予
定
し
て
い
た
神
輿

巡
行
を
中
止
し
、
関
係
者
で

神
事
の
み
を
行
う
こ
と
を
決

め
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
に
よ
る
決
断

で
、巡
行
中
止
は
２
年
連
続
。

「
県
内
に
も
緊
急
事
態
宣
言

が
出
さ
れ

た
こ
と
で

巡
行
を
行

う
と
三
密

回
避
な
ど

感
染
拡
大

防
止
対
策

実
施
が
非

常
に
難
し

い
た
め
、

2
月
の
役

で
は
、
臼か
い
ち
ょ
う

廾
丁
と
呼
ば
れ
る
成

人
の
男
衆
10
人
が
養
父
神
社

か
ら
神
輿
を
抱
え
て
大
屋
川

を
渡
り
、
氏
子
集
落
に
立
ち

寄
り
な
が
ら
片
道
約
20
㌔
の

斎
神
社
を
目
指
す
。
そ
の
途

中
に
斎
神
社
の
神
輿
と
合
流

し
建た
き
の
や屋
で
一
泊
。翌
日
、神
事

の
後
、
両
神
社
の
神
輿
は
練

り
合
わ
せ
し
各
神
社
に
帰
る
。

　

最
大
の
見
せ
場
は
大
屋
川

を
渡
る
川か
わ
渡と

御ぎ
ょ
だ
。
神
輿
は

08
年
に
新
調
。
重
さ
１
５
０

㌔
ほ
ど
。
肩
で
担
ぐ
の
で
は

な
く
、
腰
よ
り
低
い
位
置
で

男
の
誇
り
と
思
う
。
身
長
１

８
５
㌢
の
私
の
肩
ま
で
水
に

つ
か
っ
た
時
も
あ
っ
た
が
神

輿
巡
行
を
通
し
て
他
地
区
の

人
た
ち
と
交
流
で
き
た
の
が

う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
機
会

が
あ
れ
ば
、
20
歳
を
超
え
た

息
子
と
親
子
で
神
輿
を
抱
え

た
い
」。

　

保
存
会
は
、
両
神
社
や
氏

子
・
関
係
集
落
の
関
係
者
が

集
ま
り
、
03
年
に
結
成
。
会

員
は
約
40
人
。

　

養
父
神
社
伊
藤
宮
司
は
2

員
会
で
苦
渋
の
選
択
を
し
ま

し
た
」と
高
島
保
存
会
会
長
。

　

神じ
ん
ぐ
う功
皇
后
の
代
、
約
１
８

０
０
年
前
に
始
ま
っ
た
と
伝

え
ら
れ
、
郷
里
の
安
定
、
家

業
繁
栄
な
ど
を
願
う
ま
つ
り
。

神
功
皇
后
が
三
韓
出
征
の
帰

国
後
、
養
父
神
社
に
「
葛く
ず
の

葉
の
餅も
ち
」を
献
上
さ
れ
、一
部

を
斎
い
つ
き神
社
に
お
供
え
さ
れ
た

故
事
に
ち
な
ん
だ
な
ど
起
源

に
は
諸
説
が
あ
る
。
神
輿
が

「
常
に
走
る
よ
う
に
練
る
」

こ
と
か
ら
、「
お
走
り
ま
つ
り
」

の
名
が
付
い
た
。
２
０
０
４

年
に
同
市
の
無
形
民
俗
文
化

財
に
指
定
さ
れ
た
。
ま
つ
り

い
な
が
ら
渡
る
。
こ
の
掛
け

声
は
、
お
祝
い
の
お
餅
を
分

け
る
量
は
、
め
で
た
い
数
の

八
斗
で
よ
ろ
し
い
か
の
意

味
。
４
月
半
ば
と
は
い
え
、

但
馬
路
は
ま
だ
寒
い
。
大
雪

の
年
は
水
量
、水
勢
が
増
す
。

足
で
川
底
を
探
り
な
が
ら
歩

む
が
、
急
流
で
進
路
が
ず
れ

出
し
、
見
守
る
多
く
の
見
物

人
ら
か
ら
励
ま
し
の
声
が
飛

ぶ
。
神
輿
ご
と
数
十
㍍
流
さ

れ
た
年
も
。
勇
壮
・
果
敢
が

魅
力
の
よ
う
だ
。

　
「
格
好
い
い
し
幼
い
こ
ろ

贈呈式後に記念撮影し受賞を喜ぶ高
島正博・保存会会長（70、前列右)伊藤
千可志・養父神社宮司（48、左）太田垣
敏和・保存会副会長（76、後列右）高階
豊宏・保存会会計担当（66、左）

か
ら
一
度
は
臼
廾

丁
役
を
し

て
み
た
か
っ
た
。
め
っ
ち
ゃ

寒
く
水
は
冷
た
い
。
で
も
神

様
を
無
事
に
お
つ
れ
し
終
え

た
達
成
感
が
大
き
な
喜
び

に
。
思
っ
た
通
り
で
、
や
っ

て
よ
か
っ
た
で
す
」
と
20
～

30
代
の
こ
ろ
10
回
ほ
ど
巡
行

し
た
会
社
員
の
児
島
太
郎
さ

ん
�
。
ま
た
、
20
代
か
ら
10

数
回
巡
行
、
児
島
さ
ん
と
先

頭
で
舵
取
り
役
を
し
た
会
社

員
の
平
山
智
崇
さ
ん
�
は
、

「
臼
廾

丁
役
に
選
ば
れ
る
の
は

月
の
贈
呈
式
で
こ
う

話
し
た
。「
今
回
の

受
賞
は
明
る
い
ニ
ュ

ー
ス
で
、
関
係
者
一

同
、
心
よ
り
喜
ん
で

い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍

が
終
息
、
巡
行
が
再

開
さ
れ
た
際
に
は
、

よ
り
盛
り
上
げ
但
馬

の
希
望
の
光
と
し
て

と
も
し
続
け
ま
す
」。

まつり2日目。建屋地区で、にぎやか
に練り合わせる養父・斎両神社の神
輿＝いずれも12年、養父市内で

柄
を
持
っ
て
、
そ
で
で

抱
え
込
み
、
神
輿
の
屋

根
や
胴
を
揺
す
っ
て
前

進
さ
せ
る
の
が
特
徴
。

烏え

ぼ

し
帽
子
を
か
ぶ
り
、
長

そ
で
肌
着
に
白
は
く
ち
ょ
う
張
な
ど

そ
ろ
い
の
装
束
に
地
下

足
袋
姿
の
臼
廾
丁
は
「
は

っ
と
う
、
よ
ご
ざ
ぁ
る

か
ぁ
」
の
声
を
掛
け
合

冷水が激流となって流れ下るなか、
神輿を抱え勇壮に突き進む

大森 花

根垣 りの

全国手工芸コンクールinひょうご

兵庫短歌祭兵庫県いけばな展（芦屋市会場）

ひょうご演劇祭兵庫ふれあい美術展

　みなさまのご意見、ご感想をお寄せ
ください。（なお、ご趣旨に沿って、文章
を修正させていただくことがあります）
★�〒650-0011 神戸市中央区下山手通

4-16-3（公財） 兵庫県芸術文化協会
「すずかけ」係へ。

FAX、eメール可★FAX ０７８· ３２１· ２１３９
eメール：�sinkoubu@hyogo-arts.or.jp

　

将
来
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る

若
手
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
発
表
の

場
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
気

軽
に
良
質
な
音
楽
を
楽
し
ん
で

い
た
だ
く
「
新
進
芸
術
家
育
成

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
リ
サ
イ
タ
ル

シ
リ
ー
ズ
」。
毎
月
１
回
、
兵

庫
県
民
会
館
け
ん
み
ん
ホ
ー
ル

で
開
催
し
て
い
た
以
前
の
リ
サ

イ
タ
ル
シ
リ
ー
ズ
を
、
定
員
を

半
数
に
制
限
す
る
な
ど
、
こ
れ

ま
で
の
感
染
防
止
対
策
を
講
じ

〜新進芸術家に発表の場を提供〜

兵庫県民会館けんみんホールで開催

た
上
で
4
月
か
ら
再
開
し
ま
す
。

　

チ
ケ
ッ
ト
は
兵
庫
県
民
会
館

１
階
フ
ロ
ン
ト
で
購
入
い
た
だ

け
ま
す
。
そ
の
ほ
か
最
新
の
情

報
は
Ｈ
Ｐ
ま
た
は
、
当
協
会
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

４　

月　
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根
垣
り
の 

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
リ

サ
イ
タ
ル

【
日
時
】
４
月
30
日
㈮
18
時
30

分【出
演
】
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
／
根

垣
り
の
、
ピ
ア
ノ
／
森
本
美
帆

根
垣
り
の
＝
神
戸
市
出
身
。
兵

庫
県
立
西
宮
高
等
学
校
音
楽
科

を
経
て
、
東
京
藝
術
大
学
音
楽

学
部
卒
業
。
そ
の
後
ス
コ
ラ
・

大
森 

花
＝
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
生

ま
れ
。
兵
庫
県
立
西
宮
高
等
学

校
音
楽
科
声
楽
専
攻
卒
業
。
京

都
市
立
芸
術
大
学
音
楽
学
部
声

楽
専
攻
卒
業
、
同
大
学
院
音
楽

研
究
科
声
楽
専
攻
修
士
課
程
修

了
。
卒
業
後
は
ボ
ス
ト
ン
へ
渡

米
し
、
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
歌
劇
場

や
ボ
ス
ト
ン
交
響
楽
団
タ
ン
グ

ル
ウ
ッ
ド
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

合
唱
団
員
と
し
て
多
く
の
公
演

に
出
演
。
現
在
は
関
西
を
拠
点

に
活
動
し
て
い
る
。

【
入
場
料
】
３
０
０
０
円

＊
い
け
ば
な
／
未
生
流
中
山
文

甫
会

◇
◆
◇

　

今
年
度
の
「
ふ
れ
あ
い
の
祭

典
」
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
で
半
数
の
事
業

が
中
止
に
な
り
ま
し
た
。
そ
ん

な
中
で
も
感
染
防
止
対
策
を
行

い
実
施
さ
れ
た
事
業
を
先
月
号

に
引
き
続
き
紹
介
し
ま
す
。
今

回
は
昨
年
11
月
・
12
月
に
開
催

さ
れ
た
５
事
業
で
す
。

11
月
開
催
イ
ベ
ン
ト

◆
全
国
手
工
芸
コ
ン
ク
ー
ル
in

☆
抽
選
で
各
リ
サ
イ
タ
ル

の
チ
ケ
ッ
ト
を
5
組
10
名

様
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

☆
友
の
会
会
員
を
別
途
ご

招
待
。
各
リ
サ
イ
タ
ル
お

一
人
様
2
枚
ま
で
。

応
募
方
法
は
本
紙
3
面

3
月
11
日
㈭
必
着

カ
ン
ト
ル
ム
音
楽
院
（
フ
ラ
ン

ス
・
パ
リ
）に
在
籍
し
、
卒
業
時

にD
iplôm

e supérieur

修

了
。
現
在
は
自
身
の
リ
サ
イ
タ

ル
や
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
客
演
、

バ
ロ
ッ
ク
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
で
の

演
奏
活
動
に
加
え
、
後
進
の
指

導
も
精
力
的
に
行
っ
て
い
る
。

【
予
定
曲
目
】
ビ
ー
バ
ー
／
パ

ッ
サ
カ
リ
ア
、
ブ
ラ
ー
ム
ス
／

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
ソ
ナ
タ
第
２
番 

作
品
１
０
０
、
フ
ラ
ン
ク
／
ヴ

ァ
イ
オ
リ
ン
ソ
ナ
タ　

ほ
か

【
入
場
料
】
一
般
３
０
０
０
円
、

大
学
生
以
下
１
０
０
０
円

＊
い
け
ば
な
／
未
生
真
流

　

５　

月　

 

Ｖ
ｏ
ｌ
．
35

大
森 

花 

ソ
プ
ラ
ノ
リ
サ
イ
タ

ル 

〜
や
さ
し
い
う
た
〜

【
日
時
】
５
月
28
日
㈮
18
時
30

分【出
演
】ソ
プ
ラ
ノ
／
大
森 

花
、

ピ
ア
ノ
／
大
坪
健
人

【
場
所
】
兵
庫
県
民
会
館
け
ん

み
ん
ホ
ー
ル

＊
当
協
会
友
の
会
会
員
は
入
場

料
が
１
割
引
に
な
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
当
協
会
「
新

進
芸
術
家
育　

成
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
係
☎️
０
７
８
・
３
２
１
・

２
０
０
２

※
今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
の
状
況
や
、
政
府

や
県
の
方
針
等
に
よ
り
内
容
を

変
更
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す

の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

◆
３
月
か
ら
開
催
さ
れ
る
「
亀

高
文
子
記
念
︱
赤
艸
社
賞 

歴

実施レポート
（11・12月開催イベント）

ふれあいの祭典
県民文化普及事業

代
受
賞
者
作
品
展
」
が
楽
し
み

で
心
が
躍
り
ま
す
。（
芦
屋
市

・
Ｔ
）

★
県
民
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
今

月
５
日
か
ら
開
催
で
す
。
詳
細

は
３
面
に
。（
編
集
部
）

◆
ま
た
い
つ
か
日
帰
り
バ
ス
旅

行
に
行
け
ま
す
こ
と
を
願
い
ま

す
。（
神
戸
市
・
Ｔ
）

★
「
ふ
る
さ
と
文
化
紀
行
」
な

ど
旅
の
企
画
が「
ま
た
い
つ
か
」

実
施
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
い

い
で
す
ね
。（
編
集
部
）
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お
出
か
け
ち
ょ
っ
と
メ
モ

明石城

船上城跡
（船上西公園）

●明石港と旧灯台●明石港と旧灯台

藤江屋分大●藤江屋分大●

織田家長屋門●織田家長屋門●

明石川

明石警察署

兵庫県立明石公園

JR・山陽明石駅

魚の棚

西新町駅

▼
船
上
城
跡
＝
明
石
市
新

明
町
９
の
船
上
西
公
園
を

め
ざ
す
。
山
陽
電
車
西
新
町

駅
か
ら
南
へ
徒
歩
８
分
。
船

上
城
は
別
名
、
明
石
城
、
明

石
古
城
と
も
☎
明
石
観
光

案
内
所
０
７
８
・
９
１
１
・

２
６
６
０
。
平
日
９
時
～
19

時
、
土
日
祝
９
時
～
18
時
、

定
休
１
月
１
日

▼
明
石
公
園
＝
明
石
市
明

石
公
園
１
︱
27
。
Ｊ
Ｒ
明
石

駅
の
す
ぐ
北
。
巽
櫓
と
坤
櫓

は
国
の
重
要
文
化
財
☎
兵

庫
県
園
芸
・
公
園
協
会
０
７

８
・
９
１
２
・
７
６
０
０

▼
織
田
家
長
屋
門
＝
明
石

市
大
明
石
町
２
︱
１
。
Ｊ
Ｒ

明
石
駅
か
ら
西
へ
３
分
。
明

石
市
文
化
財
。
織
田
家
は
織

田
信
長
ら
を
生
ん
だ
一
族
の

後
裔
で
、
代
々
明
石
藩
の
家

老
を
務
め
た
。

▼
波
門
崎
燈
籠
堂
（
旧
灯

台
）
＝
明
石
市
港
町
２
︱
９

地
先
。
Ｊ
Ｒ
明
石
駅
か
ら
南

へ
徒
歩
15
分
ぐ
ら
い
。
そ
ば

に
駐
車
場
は
な
い
。

▼
和
菓
子
藤
江
屋
分
大
＝

本
店
は
明
石
市
本
町
１
丁

目
12
︱
17
。
９
時
～
17
時
。

火
曜
定
休
。「
ぶ
ん
だ
い
さ

ん
」
の
呼
び
名
で
親
し
ま

れ
て
い
る
☎
０
７
８
・
９
１

１
・
３
６
３
５

明
石
城
（
明
石
市
）

船ふ
な
げ
じ
ょ
う

上
城 

本
丸
跡
は
畑
の
中

 

波は

門と

崎ざ
き

燈と
う

籠ろ
う

堂ど
う　

観
光
資
源
へ

き
ま
し
た
。

　

明
石
城
跡
は
い
ま
、

県
立
明
石
公
園
に
な
っ

ま
っ
た
時
刻
に
太
鼓
を
打
ち

ま
す
。「
ハ
イ
テ
ク
技
術
と

歴
史
的
伝
統
を
取
り
合
わ
せ

た
明
石
の
新
し
い
シ
ン
ボ

ル
」
で
す
。
西
の
巽
た
つ
み
や
ぐ
ら
櫓
の
北

側
に
ま
わ
り
、
東
の
坤
ひ
つ
じ
さ
る
や
ぐ
ら
櫓
へ

歩
き
ま
し
た
。
二
つ
の
櫓
が

一
枚
の
写
真
に
お
さ
ま
る
場

て
い
ま
す
。

　

同
公
園
は
春
に
な
る
と
サ

ク
ラ
の
名
所
と
な
り
ま
す
。

　

と
き
打
ち
太
鼓
は
、
同
公

園
の
入
り
口
付
近
に
あ
り
ま

す
。
は
か
ま
に
か
み
し
も
姿

の
ロ
ボ
ッ
ト
の
若
者
が
、
き

す
。
い
ち
ご
大
福
は
口
の
中

で
イ
チ
ゴ
が
は
じ
け
て
甘
酸

っ
ぱ
い
味
が
広
が
り
ま
し
た
。

う
と
、
明
石
港
へ

行
き
ま
し
た
。
明

石
と
淡
路
島
・
岩

屋
を
結
ぶ
フ
ェ
リ

ー
が
出
入
り
す
る
港
口
の
そ

ば
に
旧
灯
台
は
あ
り
ま
す
。

周
り
は
金
網
の
フ
ェ
ン
ス
で

囲
っ
て
あ
り
ま
す
。

　

江
戸
時
代
の
明
暦
３
（
１

６
５
７
）
年
に
造
ら
れ
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

明
石
市
は
、
来
年
秋
に
開

催
さ
れ
る
「
全
国
豊
か
な
海

づ
く
り
大
会
」
の
兵
庫
プ
レ

大
会
（
今
年
開
催
）
ま
で
に

か
つ
て
の
形
を
再
現
す
る
ほ

か
、
照
明
設
備
を
設
け
て
旧

灯
台
を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
す
る

予
定
で
す
。

　

老
舗
の
和
菓
子
屋
さ
ん
、

藤
江
屋
分ぶ
ん

大だ
い

を
訪
ね
ま
し

た
。
丁で
っ
稚ち

で
も
買
え
る
安
価

な
羊よ
う
か
ん羹
を
と
、
名
物
の
丁
稚

羊
羹
を
作
り
続
け
て
い
ま

船上城の本丸跡付近

船上城を再利用した織田家長屋門

創業２００年余の藤江屋分大

明石城。手前は巽櫓（たつみやぐら）、
向こうは坤櫓（ひつじさるやぐら）

劣化の進む波門崎燈籠堂（旧灯台）

ま
す
。
剃
髪
し
南み
な
み
の
ぼ
う坊
等
伯
と

名
の
り
前
田
利
家
に
寄
食
。

そ
の
後
、
慶
長
18（
１
６
１

３
）年
、
江
戸
幕
府
が
発
し

た
キ
リ
ス
ト
教
禁
止
令
に
よ

り
、
翌
年
右
近
は
マ
ニ
ラ
に

追
放
さ
れ
、
そ
の
次
の
年
そ

こ
で
死
去
し
ま
す
。

　

西
国
の
外
様
大
名
へ
の
備

え
と
し
て
、
江
戸
２
代
将
軍

徳
川
秀
忠
は
、
明
石
城
の
築

造
を
小
笠
原
忠
政
（
の
ち
忠

真
）
に
命
じ
ま
す
。
城
は
元

和
５
（
１
６
１
９
）
年
に
で

ト
と
い
う
洗
礼
名
を
持
つ
キ

リ
シ
タ
ン
で
し
た
。
こ
の
追

放
令
で
、
領
地
を
没
収
さ
れ

所
を
探
し
ま
し
た
。

　

お
城
の
す
ぐ
南
に
、
織
田

　

日
本
最
古

の
石
造
り
灯

台
と
い
わ
れ

る
波
門
崎
燈

籠
堂
（
旧
灯

台
）
を
見
よ

家
長
屋
門
が
あ
り
ま

す
。
門
は
、
船
上
城
か

ら
移
築
さ
れ
た
と
い
わ

れ
ま
す
。
門
の
止
め
金

は
、
室
町
時
代
の
様
式

を
伝
え
て
い
る
と
さ
れ

ま
す
。

㈬
県
立
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー

中
ホ
ー
ル
文
楽
in 

hyogo

「
弥や

作さ
く
の
鎌か
ま
ば
ら腹
」
で
す
。
チ

ケ
ッ
ト
斡
旋
サ
ー
ビ
ス
の
申

し
込
み
方
法
等
の
詳
細
情
報

に
つ
い
て
は
、
す
ず
か
け
４

月
号
の
送
付
時
に
ご
案
内
し

ま
す
。
伝
統
芸
能
、
ク
ラ
シ

ッ
ク
、
演
劇
な
ど
、
様
々
な

ジ
ャ
ン
ル
の
公
演
を
会
員
の

皆
様
が
お
得
に
お
楽
し
み
い

た
だ
け
る
よ
う
、ま
た
今
後
、

更
に
魅
力
あ
る
サ
ー
ビ
ス
を

ご
提
供
で
き
る
よ
う
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

ワ
ク
ワ
ク
、
ド
キ
ド
キ
を

大
切
に
、
暮
ら
し
に
息
づ
く

文
化
の
力
。
魅
力
あ
ふ
れ
る

公
演
を
ご
提
案
す
る
こ
と
で
、

皆
様
の
日
常
に
素
敵
な
感
動

を
お
届
け
す
る
お
手
伝
い
が

出
来
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。

チ
ケ
ッ
ト
斡
旋
サ
ー
ビ
ス
は

友
の
会
会
員
限
定
の
サ
ー
ビ

ス
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
こ

れ
ま
で
通
り
指
定
の
美
術
館

や
博
物
館
等
の
入
館
料
の
割

引
、
指
定
の
ホ
テ
ル
や
画
材

や
書
道
用
具
を
扱
う
店
舗
等

で
の
優
待
も
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
お
誘
い
あ
わ
せ
の

上
、
友
の
会
に
ぜ
ひ
ご
入
会

く
だ
さ
い
。

　

４
月
か
ら
新
た
に
神
戸
新

開
地
喜
楽
館
、
国
立
文
楽
劇

場
、
新
歌
舞
伎
座
、
西
宮
能

楽
堂
が
友
の
会
会
員
特
典
施

設
に
加
わ
り
ま
す
。
各
提
携

施
設
と
も
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

等
に
基
づ
い
た
様
々
な
感
染

予
防
対
策
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
劇
場
や
ホ
ー
ル
な
ら
で

は
の
臨
場
感
あ
ふ
れ
る
公
演

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
新
た
に
、
会
員
特
典

と
し
て
、
提
携
劇
場
等
に
よ

る
指
定
公
演
の
チ
ケ
ッ
ト
斡

旋
サ
ー
ビ
ス
を
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。
４
月
に
斡
旋
申
し
込

み
予
約
受
付
を
予
定
し
て
い

る
公
演
は
６
月
６
日
㈰
、
国

立
文
楽
劇
場
「
大
人
の
た
め

の
文
楽
入
門
／
Ｄ
ｉ
ｓ
ｃ
ｏ

ｖ
ｅ
ｒ 

Ｂ
Ｕ
Ｎ
Ｒ
Ａ
Ｋ

Ｕ
」、
６
月
26
日
㈯
県
立
芸

術
文
化
セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル

「
和
と
洋
で
聴
く
シ
ュ
ー
ベ

ル
ト
の
魔
王
」、
7
月
7
日

　

放
映
さ
れ
て
い
た
大
河
ド

ラ
マ
「
麒
麟
が
く
る
」
は
、

本
能
寺
の
変
で
終
わ
り
ま
し

た
。
む
ろ
ん
歴
史
は
こ
の
あ

と
も
続
き
、
明
智
光
秀
を
敗

死
に
追
い
込
ん
だ
豊
臣
秀
吉

は
天
下
の
実
権
を
握
り
天
正

13
（
１
５
８
５
）
年
、
大
名

の
配
置
替
え
を
実
施
。
明
石

に
は
高
槻
城
主
だ
っ
た
高
山

右
近
を
置
い
た
の
で
し
た
。

右
近
は
、
明
石
川
の
河
口
付

近
に
船
上
城
を
築
き
ま
す
。

　

船
上
城
跡
を
探
し
ま
し
た
。

明
石
市
新
明
町
、
船
上
西
公

園
の
近
く
に
城
跡
が
あ
る
と

知
り
、
そ
の
公
園
へ
。

　

公
園
に
は
、
船
上
城
跡
と

記
し
た
案
内
板
が
あ
り
ま
す
。

船
上
城
の
本
丸
跡
は
高
さ
数

メ
ー
ト
ル
の
塚
の
よ
う
な
台

地
で
し
た
。
神
社
の
祠
ほ
こ
らが
あ

り
、
松
や
雑
木
が
茂
っ
て
い

ま
す
。
住
宅
と
畑
が
周
り
に

あ
っ
て
、
私
有
地
な
の
で
入

れ
ま
せ
ん
。
畑
の
畔
か
ら
写

真
を
撮
り
ま
し
た
。

　

秀
吉
は
天
正
15
（
１
５
８

７
）
年
、
伴ば

天て

連れ
ん
追
放
令
を

出
し
ま
す
。
右
近
は
ジ
ュ
ス

国立文楽劇場

チケット斡旋サービスがスタート
★友の会会員限定


